
厚労省のサイトはこちら → 

⾜⽴区のサイトはこちら → 

当院での HPV ワクチンの接種方針について 

 

2023 年 4 月 1 日 

 

2023 年 4 月より従来の２価４価の HPV ワクチンに加え 9 価のワクチンも公費補助の対象となりました。 

 

接種をお考えの方、既に接種開始されている方へ情報のご案内と当院の方針をご説明します。 

 

・15 歳未満で最初の接種を受けられる(受けられた)方は、ガーダシルならば 3 回、シルガードならば 2 回で接種完了です。 

・初回接種が 15 歳以降の方はガーダシル・シルガードのどちらも 3 回の接種が必要です。 

 

なお、自治体から発行される接種券はいずれの場合も計 3 回までです。 

 

当院では 2023 年 4 月以前にすでにガーダシルを接種開始している方にはシルガードの接種はせず、 

このまま継続してガーダシルで 3回目まで接種することをお勧めします。 

理由は以下のとおりです。 

 

・ガーダシルでも多くの子宮頸がんの原因となるウイルスに対しては効果が十分に認められること 

・ガーダシルを定期接種途中でシルガードを接種開始した場合の安全性や予防効果について十分なデータが集まっているとは

言えないこと 

・公費による接種は回数が限られているため、高額なシルガードが自費での接種になってしまい患者様のご負担が重いこと 

 

どうしてもシルガードの接種への切り替えをご希望される方は医師にご相談ください。 

（当院ではお受けしない場合もあります） 

 

HPV ワクチン及び公費補助については厚労省や各自治体の WEB サイトを参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横川レディースクリニック 院長 

ワクチンの解説 

ガーダシル   

→ 4 価のワクチン。従来の接種はこちらでした。日本人に特に多いタイプの HPV には十分な効果が認められています。 

シルガード 

→ 今回新しく承認された 9 価のワクチン。有効なウイルスの種類が増えました。 

(★2 価のワクチンは当院では取り扱いがありません) 


